令和元年度　第２回　岩国市環境審議会の結果について
１ 会議名
令和元年度第2回岩国市環境審議会

２　開催日時

　　令和2年2月17日（月）午後2時00分から

３　開催場所

　　岩国市民文化会館　第1研修室

４　出席した者の氏名

　（委員）

　　藤野完二（会長）、木村圭一（副会長）
　　岡秀憲、河本智勇、木村繁、嶋田陽生、白木吉子、竹下直彦、藤谷允子、松本哲郎、森川裕子
　（事務局）

　　環境部長：藤村篤士、環境保全課　課長：中原剛、環境対策班長：青木肇、環境対策班：山本剛史
　（担当課）

　　環境事業課　課長：古本健二郎、企画室長：藤井哲夫、企画室主任：山田寛、企画室：荒川香与子　　　　　　　　　　　
　　下水道課　課長：蔵田敦、計画班長：弘下直樹
　（関連部署）

焼却施設建設事務所　所長：槙本新次郎、環境施設課　管理班長：中野隆、都市排水施設課　課長：片野光一 
５　議題

１　環境審議会の会長・副会長の選出
２　岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況について
　　　 ６　公開・非公開等の別

　　　　　 公開

７　傍聴人数
　　0人

８　会議概要
委嘱状交付式
《審議等事項》

(1)
環境審議会の会長・副会長の選出

① 各委員自己紹介

② 会長・副会長の選出

会  長：藤野委員（委員協議のうえ、決定）

副会長：木村圭一委員（委員協議のうえ、決定）
　　(2)岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況について
　（事務局）
それでは、只今から令和元年度第２回岩国市環境審議会を開催いたします。

本日は、委員12名のうち11名が出席されていますので、岩国市環境審議会条例第６条第２項の規定により、本日の会議が成立していることを報告しておきます。

～資料の内容説明～

「1 進行管理指標の平成30年度実績と評価」及び「2 ごみ処理基本計画の施策の取り組み状況と今
後の方針」は環境事業課が、「3 生活排水処理基本計画の施策の取り組み状況と今後の方針」は下水道課が説明

（委　員）

資源化量について、掲載されている量は量販店等で回収されている新聞や雑誌などの回収量も含まれているのか。それとも自治会や市で回収されている量のみなのか。

（担当課）

ここに掲載している量は定期収集及び集団回収で収集した量であり、店頭で回収したものは含んでおりません。

（委　員）

リサイクルの場合、売却単価が年度ごとやシーズンごとに更新されると思うので、その値を参考として資料に掲載すると良いのでは。
（担当課）

　単価のほうは、新聞紙上での価格を基準に変動がある場合はその都度変更をしております。必要であれば次回より掲載いたします。
（委　員）

　数量だけでなく金銭的な面の実態把握も必要だと思いますのでよろしくお願いします。
（委　員）

生活排水の件について、人口は減少しているのに、生活排水処理率は目標値を上回っていますね。これはどこかで効率がよくなったということですか。

（担当課）

生活排水処理率は、生し尿の処理を除いた割合で算出しておりますので、下水道や浄化槽の普及に伴いだんだん上がってきております。
（委　員）

3ページ目の施策2の施設見学についてですが、見学に来られた学校の方にパンフレットを配るとい　　　　うことですよね。

（担当課）
はい、そうです。

（委　員）
　見学者は元々関心があるから来ているわけで、経費もかかるため無作為にたくさん配布するというわけにもいかないでしょうが、関心を持ってもらうという意味で、可能であれば小・中学校を中心に配られたらいいのではないですか。

それから、６ページ目の制服のリサイクルのことです。

リサイクルプラザでは先ほどありましたが無料で回収して100円程度で販売する、学校でも卒業時に、リサイクルできるものであればクリーニングに出して持ってきてくださいとお願いし、文化祭の時に100円ではないですが安い値段で販売しています。制服は4月から入学する生徒たちは約11万円かかります。その他教科書や副教材の購入、入学金もかかるため、親御さんにとってリサイクルはとてもありがたいことです。また、スクールユニフォームや制服を買い取ってくれるリサイクルショップができているようなので、その影響が懸念されます。

（担当課）

　　１つ目の施設見学のパンフレットについてですが、おっしゃるとおり来られる方はもう興味を持っていただいていますので、それ以外の方への配布について、どのかたちで対応できるか考えてまいりたいと思います。

２つ目の制服についてですが、リユースの取り組みとして両方ともとても良いことであり、どちらを選ばれるかにはなると思いますが、こちらとしましては、取り組みの紹介や安く販売していますということも含めて広報誌等で啓発をし、引き続き取り組んでまいりたいと思います。

（委員）

　　３ページの出前講座の案内のホームページ掲載についてですが、閲覧数がカウントできるかたちでホームページを作成されていますか？

（担当課）

閲覧者数の集計を行っておりますので、把握することはできます。

（委　員）

　　そのあたりをきちんと管理されて、どういうかたちでよりよく見ていただけるか一つの大きい指標になると思います。やはり見てもらわないことには広がりませんので、そういった努力を重ねてください。お願いします。

（担当課）
随時チェックしてまいりたいと思います。

（委　員）

　　出前講座をお願いする場合の会場ですが、広くても大丈夫ですか？毎年婦人会や女団連の行事で講演をお願いしています。様々な団体が入っていたり参加人数も多い行事で、今のお話を聞いて来年度はこちらの出前講座をお願いしようかと思いました。

（担当課）
　特に人数制限はございませんので、利用していただけたらと思います。
　　（委　員）

　　４ページの施策３広報ＤＶＤの貸し出しについて、ホームページでＤＶＤの内容がネット上で視聴できるとありますが、これもアクセス数は把握されていますか

　　（担当課）

　　これは、ホームページに容器リサイクル協会さんのホームページへのリンクをはっており、視聴数は確認できませんが、ＤＶＤ貸し出しのページを見ていただいてる方は把握できます。

　 　(委　員)

　　ＤＶＤの貸し出しというのは、だんだん時代遅れになってきていますのでどちらかといいますとホームページでの視聴の方が効率があがるのではないかと思います。小・中学校にはクラスで見てもらうために貸し出し、それ以外はネット上で閲覧してもらうという方へ変えていくのも手ではないかと思います。

　   （担当課）

　　以前はビデオで貸し出しをしていたのをＤＶＤに変更し、今は動画視聴も案内をしているという状況です。

　  （会　長）

　　次に、私から情報提供なのですが３ページの出前講座の今後の取り組みのところにも記載がありますが、岩国市地球温暖化対策地域協議会の出前講座やエコ料理教室でもサンライズクリーンセンターでの発電量の数値が出ているのを一般市民の方にも紹介しており、施設のパンフレットなどを出前講座のときに配布することもできるので、岩国市地球温暖化対策地域協議会のほうへ提供いただけたらよいと思います。件数についても、岩国市地球温暖化対策地域協議会の出前講座分も件数が増えており、３キリ運動やサンライズクリーンセンターのＣＯ２削減の話もしているので件数として加えていくと出前講座の範囲も広がりますので、協力できると思います。

　 （担当課）

　 ありがとうございます。次回より件数を加えさせていただきます。

　 （委　員）

　　リサイクルプラザへの交通アクセスが全く無いので、何か対策はないですか。

　 （担当課）

　　市内のバスも民営化ということで本数が減っている状況の中で、リサイクルプラザへ公共交通機関をというのはなかなか難しいのが現状でございます。

　 （委　員）

　　サンライズクリーンセンターの方へはバスが運行するというのをニュースで見たような気がするのですが。

　 （環境部長）

　  健康運動施設が出来ましたら岩国駅東口から１日４往復程度の運行をいわくにバスさんにお願いしております。それをご利用いただきましたらバス賃はかかりますが、サンライズクリーンセンターへの見学にもご利用いただけます。

　 （委　員）

　 リサイクルプラザへのバスの運行は出来ないということですね。

　 （環境部長）

　　そうですね。今のところ難しいです。

　 （委　員）

　  問題は利用頻度ですね。費用もかかるし。

　 （委  員）

　リサイクルプラザで一生懸命活動しておられますが、バスの便が無いから行かないかもしれない。交通手段が無いから行く人が限られてしまいます。車に乗らない人のことも考慮していただいたらリサイクルプラザの利用者も増えるかもしれませんね。

　 （委　員）

　　施策14の「３キリ運動」の件ですが、水切り器の利用についてアンケートを実施したと思いますが、アンケートの回収率及びどのような意見があったかわかる範囲で教えてください。

　 （担当課）

　  回収率について、配布数2,131に対し回収数415で回収率19.5％になっています。使った方のご感想やご意見として、良い意見は「簡単に使えてよい」「手が汚れずに水切りが出来る」「ごみ減量を意識するようになった」「少し手間を感じるが減量のためにやった方が良い」など、悪い意見では「手で絞るほうが早い」「置き場所に困る」「一人暮らしの方ではごみの量が少なく使いづらい」「手が痛くて押せない」などがありました。

ごみ減量等推進協力員さんは、畑で堆肥化をしておられる方や、以前から三角コーナーを利用したりして水切りをされている方も９割以上おられ「今までのやり方で充分水切りが出来る」「手間が増える」等の意見も多い状況でした。６割以上の方は継続して使いたいということではありましたが、回収率が低く全体の意見の集約とはなっていませんが、効果的な方法になりうると考えにくいことから、啓発活動を強化した方が有効なのではという判断をしております。

　（委　員）　

　 私も使用者から「手で絞ったほうが早い。水切り器を使う方が逆にやりにくい」という意見を聴いていましたので、今後配布を継続するのはどうかなと考えました。アンケート結果からそのようにご判断されるのは良いと思います。

　 （委　員）

　　チラシの全戸配布を行ったとありましたが、自治会に加入しておられる方に対してのお話しですよね。自治会の世帯数と人口に占める世帯数の割合を把握しておられますか。今私がいる自治会では３割くらいが自治会未加入世帯で、そのかたに対する対応策が一番必要だと思います。

　  今後ネット社会になるのでしょうが、スマートフォンを持っていない方はわからないということにならないか心配です。全戸配布といっても全戸ではないですよね。

　　（担当課）

　　自治会の加入率についてこちらで今申し上げられませんが、自治会加入世帯が減少していることは認識しております。そうした中、チラシだけでなくホームページの充実、スマートフォンで閲覧できるアプリケーションでごみカレンダーなども対応し準備して、できる限りの対応をしておりますので、ご理解をお願いします。

（委　員）

10ページの施策５にバイオマスの利活用とあるのですが、どのようなものが該当しますか。
（担当課）

バイオマス燃料としまして、一般家庭から出るものにつきましては家庭から出る剪定した木などが想定されます。また、し尿処理施設からの脱水汚泥をサンライズの稼動にあわせて焼却燃料として使っているのがバイオマスの利活用ということになります。
（委　員）

12ページ施策４の見学者が少ないような気がするのですが、私が岡山で処理場を見学した時の話ですが、色々なイベントを同時におやりになって入場者数が多かった。汚泥を使った肥料を配布したり、それも自分のところの汚泥だけでなく、岡山なのに日本海側の処理場でつくられた肥料も配布されていました。それともう一つ、エコフレンズさんと手を組んで、下水処理場には充分駐車スペースがあると思うので車が行きやすいと思うのでそういう施設を有効に活用されてはいかがでしょうか。

（担当課）

一般開放について、一文字終末処理場は現在老朽化等でポンプの入れ替え等の工事を行っておりますので人の受入をすると危ないということで中止しております。南せせらぎセンターにつきましては施設がまだ新しいので受入ができます。それと岩国市の汚泥につきましては広島県のほうにリサイクルする施設があり、そちらに搬出しておりますので、岩国市の中で肥料化できていません。駐車場につきましては充分広いので先ほど言われましたところを今後考えていけたらと思います。

（会　長）

ありがとうございました。他にございますか。ないようでしたら、これで本日の議題についての審議を終わりたいと思います。

（事務局）
本日は委員の皆様におかれましては、大変熱心にご審議いただきありがとうございます。なお本日の議事録につきましては、岡委員、河本委員に署名をしていただきますようよろしくお願いします。以上をもちまして令和元年度第２回岩国市環境審議会を閉会いたします。

